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令和７年度 課題分析研修Ⅱ（底生動物）実施要綱 

 

環境省環境調査研修所 

１．目 的 

国及び地方公共団体等において環境分析に係る業務を担当している職員が、底生動物の検索法及び

底生動物を用いた水域環境測定法に関する専門的知識及び技術を習得するとともに、全員合宿による

研修生間の交流を通じて、相互啓発及びネットワーク形成を図る。 

 

２．期間及び会場 

（１） 期 間： 令和７年４月２１日（月）～４月２５日（金） 

※期間中は受講者全員合宿制となります。 

 

（２） 会 場： 環境調査研修所 〒３５９－００４２  埼玉県所沢市並木３－３ 

                                  ℡０４－２９９４－９７６６ 

 

３．教科内容 

別紙のとおりとする。 

 

４．研修予定人員 

１０名 

 

５．研修を受ける資格 

次の各号のいずれにも該当するものとする。 

（１） 国及び地方公共団体等において環境分析業務を担当している職員で、一定の実務経験を有す

る者 

（２） 研修受講に支障のない健康状態にある者 

（３） 所属長の推薦を受けた者 

 

６．研修生の推薦方法 

研修生を推薦する場合は、別紙様式による「被推薦者名簿」及び別添２の「実務経験調書」を添え

て、令和７年２月２１日（金）までに必着するよう環境調査研修所所長あて文書により通知すること。

送付は電子での提出を基本とする。【提出先】教務課：KYOMU_KA@env.go.jp 

 

７．研修生の決定 

環境調査研修所所長は、６の推薦に基づいて研修生を決定の上、推薦者にその旨を通知する。 

 

８．修了証書の交付 

・受講の状態（修了または未修了）については、研修終了後所属長に通知する。なお、所定の課程

（原則として１割以上欠課した者を除く。）を受講した場合に修了とする。 

・修了した場合、修了証書（電子データ）を交付する。 

 

９．経 費 

次の経費は所属長の負担とする。 

（１） 往復に必要な旅費 

       ただし、環境省の職員については、環境調査研修所から支給する。 

（２） 滞在費 

ただし、国家公務員（独立行政法人職員を除く。）については日額旅費を環境調査研修所から支

給する。 
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１０．日程について 

  別添３「日程表（令和７年度課題分析研修Ⅱ（底生動物））（案）」のとおり。 

 

１１．テキスト（携行資料） 

 ・書籍「滋賀の水生昆虫（図解ハンドブック）第 4 版」（滋賀県小中学校教育研究会理科部会編／滋

賀の理科教材研究委員会）を使用。 

 ※持参が困難な場合は、当研修所で貸出しも可能です。研修終了後は回収致します。 

なお、個人的に購入を希望されるようであれば、次の出版元までお問い合わせ下さい。 

 ※滋賀の理科教材研究委員会（電話 0748-25-1492） 

 

＊次の情報を環境調査研修所ホームページ（URL https://neti.env.go.jp/train/guidebook.html ）に掲載しておりますので御参照く

ださい。 

 ◎「研修受講ガイドブック」 

  （研修受講に当たっての留意事項に関する情報を掲載しております。） 
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（別紙）研修実施方法 

１．「開講式」「オリエンテーション」は指定の日時に対面にて行う。 

２．受講生は指定された日時に環境調査研修所に集合し、担当教官の指示に従って実習を行う。実

習内容をまとめた実習結果報告書を作成し、担当教官に提出する。 

３．報告書に基づき、研修最終日に実施するゼミナールにおいて、受講生同士の意見交換や討議を

行う。 

 

○教科内容 

１．実習講義 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．５ 時間 

  研修カリキュラムの流れと実習の全容、及び現地実習における試料採取法と生物を用いた水 

域環境評価手法の概要等について理解することを目的とする。 

２．講義 

底生動物の分類、同定方法・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３．０ 時間 

   底生動物を用いた水域環境測定法を習得するに当たり、対象となる指標生物に関する基礎的 

な知識と、生物分類・同定法の実践的な知識の習得、更にはそれらを用いた総合的評価手法の 

習得を目的とする。 

３．実習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２．５ 時間 

４．ゼミナール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．５ 時間 

５．その他（開・閉講式、オリエンテーション、実習準備等） ・・・・・・・・ ２．７５ 時間 

 

合計 ３１．２５ 時間 

注）都合により一部内容を変更することがあります。 

 

○実習内容 

 実習項目  目的及び方法  実習内容の概要 

 指標生物  河川の底生動物を用いた水域環境測定法の習得 

 ・底生動物の採取法 

 ・底生動物の同定法 

 ・水域環境評価法 

 

○現地実習について 

屋外での実習に適した服装を御用意ください。なお、長靴・ライフジャケットは当所で用意いたしま

す。 

  （必要に応じて雨具も御用意ください。） 

 

（注） 

１．都合により一部内容を変更することがあります。 

２．開講式は９：３０より行う予定です。９：００までに入所してください。 

３．最終日は１５：４５に終了する予定ですが、研修時間の延長等により若干遅れる場合があります。 

４．帰路の航空機、鉄道の時間等により講義等や閉講式を欠席することは認めません。 

 


